






要約:わが国乳児の蛋白質所要量は現行の人工乳で哺育された乳児の平均蛋白質所要量か

ら逆算して求める方法が採択されており、欧米での推奨量および母乳栄養児の蛋白質摂取

量に比してかなり高値である。人工乳中の蛋白質濃度を乳児の栄養を損なうことなく減ら

しうるかを検討する目的で、母乳中に優位を占めるNPN を増強して真の蛋白質量を減らし

た試作人工乳で乳児を哺育した。その結果、粗蛋白質 1.63g/dl、真蛋白質 1.14g/dl、ホエ

ー蛋白質加水分解産物由来 NPNO.23g/dl、牛乳構成成分強化 NPNO.26g/dl の人工乳であっ

ても、乳児の窒素出納、尿中排泄尿素窒素量、脂肪出納などの成績は現行の人工乳(それぞ

れ 1.63g/dl、1.23g/dl、O.26g/dl、O.14g/dl)での成績との間に有意差なく、体重増加量

においても良好な成績がえられた。血漿遊離アミノ酸ではNPN強化群においてGluが高く、

Gln が低い傾向にあった。 


